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１．研究計画の概要 
 細胞質不和合性に関係する遺伝子、ある
いは細胞内共生細菌であるウォルバキアが
感染することによって影響を受ける宿主側
の遺伝子のいくつかを明らかにする。これ
により、昆虫の細胞質不和合性の分子機構
解明の糸口となす。 
（１）培養細胞でウォルバキアを培養し、
マイクロアレイを用いて、影響を受ける遺
伝子を網羅的に解析する。 
（２）細胞質不和合性を示すウォルバキア
（CI ウォルバキア）をトビイロウンカに移
植して、トビイロウンカマイクロアレイを
用いて、遺伝子発現プロファイルを得る。 
（３）ウォルバキア感染により影響を受け
た遺伝子の機能解析を行う。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）CI ウォルバキアを培養細胞に感染させ、
細胞の遺伝子発現を非感染細胞と比較した
ところ、遺伝子の発現にほとんど影響しなか
った。一方、カルディニウム細菌は、免疫関
連遺伝子の発現を誘導し、その違いは、細胞
壁構造の違いであると推察できた。 
 
（２）ウォルバキアとカルディニウムの両方
に重複感染するセジロウンカでは、二種の細
菌ともに細胞質不和合性を引き起こしてお
り、共通の作用機序が想定された。 
 
（３）ヒメトビウンカの CI ウォルバキアを
トビイロウンカに移植し、トビイロウンカの
マイクロアレイを用いて、遺伝子の発現解析
を行ったが、感染によって顕著に発現量に影
響を受ける遺伝子は特定できなかった。 

 
（４）細胞質不和合性に係わる遺伝子につい
ては、マイクロアレイ実験からは候補が絞れ
なかったので、タンパク質レベルで比較検討
を行ったところ、ウォルバキア感染培養細胞
で特徴的なタンパク質を見つけた。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
 理由：マイクロアレイ実験で、ウォルバキ
アが免疫関連の遺伝子を誘導しないことが
判明した。ただし、マウスの細胞では、免疫
関連遺伝子が誘導されていた。これは、この
細菌の共生の機構を解き明かす重要な知見
である。当初、細胞質不和合性に係わる遺伝
子を特定することを目指してマイクロアレ
イ実験を行ってきたが、発現に明らかな差を
示すものを特定できず、不和合性が遺伝子発
現レベルで機能していないためとも思われ
た。そこで、培養細胞を用いてタンパク質の
比較を行ったところ、一つの候補タンパク質
を得た。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 ウォルバキアの感染によって、培養細胞で
発現に違いのあったタンパク質を２次元泳
動により分離し、そのタンパク質の同定を行
う。ウォルバキアのゲノムはこれまで数種類
で明らかになっており、ゲノムが解読されて
いるカイコの培養細胞を用いることにより、
このタンパク質の素性を明らかにする。そし
て、その機能解析へと進む。 
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